
(畜産一肉牛一繁殖） (畜産一大家畜一畜産工学）

課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

７体外受精卵の大量作出

（１）牛卵胞卵子の体外受精におけるへパ
が匪#の発育率向上に及ぼす効果

リン添加

分類 １３

上～ｏエＦｋ甲田碗ノ

受精培地へのへパリン添加による旺の発育率向上と、
子一精子共培養時間が庇の発育に及ぼす影響を検討し、
量作出技術の確立に役立てる。

精子濃度及び卵

体外受精卵の大

Ⅱ試験方法

試験１受精培地へのへパリン添加と旺の発育
１試験区分

精液 ヘバリンナトリウム 注）’）受精培地ＢＯ（Ｂｒａｃｋｅｔｔ＆０‐

２ 卵子の成熟培養

ｌｉＰｈａｎｔ）液にｌｍｌ当たりｌＣ
添加

傑呂．Ａ，Ｂ，Ｃ
添加（＋）！》

無添加（－）

（１）培地５％子牛血清添加ＴＣＭ１９９（２）培養時間２０‐２４時間
３媒精（１）精子濃度２０×１０６／mｌ（２）卵子一精子共培養６時間
４雁の発生培養

（１）培地１０％子牛血清添加ＴＣＭ１９９（２）培養期間１０日間
５調査項目分割率、旺盤胞期旺率．
試験２ 媒精時の精子濃度と卵子一精子共培養時間

悪培養時悩

１試験区分
精液 精子濃度（／ｍｌ） 共培養時間（ｈ）

Ｃ ， ，
l０ｘ１０６

２０ｘｌＯ６

３

Ｒ

２卵子の成熟培養及び庇の発生培養「試験ｌ」と同じ
３媒精（１）処理条件「１試験区分」に示す。

｡

（２）培地１０解ｇ／ｍｌヘハ・リン添加ＢＯ液
４調査項目分割率、旺盤胞期旺率

Ⅲ主要成果の概要

分割率及び歴盟胞への発育率は、
によって向上することを明らかに

受精培地にヘパリンを添加すること
した。

l体外成熟した卵胞卵子は、ヘパリンを添加した受精培地で精子濃度
を調整した精子と媒精すると、分割率及び庇盤胞への発育率が添加し
なかった場合に比べ向上する。

２無添加で発育率が低い種雄牛の精液は、ヘパリン添加の効果は顕著
であるが、無添加でも比較的高い発育率を得る精液では効果が見られ
ないことから、精液の個体差が考えられる。

３精子濃度及び卵子一精子共培養時間を、従来法（各々 ２０ｘｌＯ６／ml、
６時間）の半分（各々 １０×106／ml、３時間）にしても、庇盤胞への発
育率に大きな:影響はない。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表受精培地へのヘパリン添加と庇の発育

供試分割旺盤胞期

精液へハ・リン卵子数旺数（％）’）旺数（％)２，‐

Ａ
＋８２６５２９（６４．０）１９４（２３．５）

１１８５９（５０．０）１１（９．３）

＋９７８４８３（４９．４）１６５（１６．９）
Ｂ

５１１９５(１８．６）３６（７．０）

Ｃ
＋２５１１８７（７４．５）３５（１３．９）
３）

1268７８６(６２．０）２１１（１６．６）

注）①！）分割率＝（分割旺数÷供試卵子数）ｘｌＯＯ
②２１旺盤胞期旺率＝（旺盤胞期旺数÷供試卵子数）ｘｌＯＯ

③３）前培養３時間、卵子一精子共培養時間３時間（従来法）

第２表媒精時の精子濃度と卵子一精子共培養時間

精子濃度共培養，供試へ分‘割旺盤胞期
精液（×１０８／ｍｌ）時間（ｈ）卵子数旺数（%）！》旺数（％）２，

Ｃ

，

１０３８２０４５１(５５．０）１３３（１６．２）

1０６１５９１００（６２．９）３３（２０．８）

2０３５３２３５９(６７．５）６６（１２．４）
2０６２１７１５０（６９．１）２９（１３．４）

1０３１１０８６８８(６２．１）１３５（１２．２）

1０６２３７．１５４(６５．０）２９（１２．２）

2０３４５９314(６８．４）７１（１５．５）
2０６１０５６２（５９．０）１７（１６．２）

注）①’’分割率＝（分割旺数÷供試卵子数）Ｘ１００
②２)旺盤胞期旺率＝（旺盤胞期旺数÷供試卵子数）×１００

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１体外受精研究の情報として活用できる｡

２供試する種雄牛の精液に適した精子濃度や、卵子一精子共培養時間
は事前に調査する必要がある。

Ⅵ今後の研究上の問題点

低精子濃度での体外受精が旺の発育率へ及ぼす影響
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